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W ．von 　Humboldtの 教育行政課題考

1809年 2月の 総務報告ま で の 宗教 ＝ 教 育局を 中心 に

八 木 浩 雄
1

甲 斐 規 雄
2

は じめ に

　 1809年 2月 20日付 で W ．von 　Humboldt （Karl　Wilhelm　Freiherr　von 　Humboldt ：1767−

1835 以 下 Humboldt） は 、 宗 教 ＝教 育 局 （Section　 fUr　 Kultus　 und 　 6ffentlichen

Unterricht）長官に任命され る 。 1810年 4 月29日に は辞職を申請 し、 そ の 後 6月 14日 に そ

の 申請 は受理 され、実際Humb 。ldtが そ の 任に あた っ た期間は僅か 1年半の 闇で あ っ た
。

そ の 間に 手掛けた教育改革 の 内容 は多岐に わた る 。 当時の Humboldt の 業績 と して 、

一
般

的に は ベ ル リ ン 大学の創設 、 初等学校の 改革 とPesta工ozzi 教授法の導入 、 ギ ム ナ ジ ウ ム の

改革な どが教育史の 中で 挙げ られ て い る 。 特に ベ ル リ ン 大学創設 に 関 して は、 「近代 大学

の 範」 とな る もの を 明 らか に した 。

　 し か し
、
Humbold 七の 生涯に 目を通 して も明 らか な通 り、 そ れ まで およそ教 育 に 関 す る

もの と は縁の なか っ た彼が 、 教育改革 に携わ る べ く抜擢 された こ とは異例 の こ とで あ っ た 。

Hurnbe ！dt研究を始 め た 筆者に と っ て 教育改革の 中で 彼が 果 た した役割は 、 現 在 の と こ ろ、

彼の思想の 根幹 に ある と考え られ る新人文主義思想 に基づ く 「人間形成」 の 視点が 、 当時

国家 として復興を図るプ ロ イ セ ン の 時代的要請に応えた もの で あ っ た との 見解 を持 っ て い

る 。

　で は 、 実際彼が宗教 ＝教育局長官就任当時、彼及 び同局に は如何な る問題が課せ られ て

い たの だろ うか 。

　本論で は 、 後に進め るHumboldtの 教育観 （人聞形成観）を 明らか に す る前段階と して 、

当時の プ ロ イ セ ン の 時代背景、並 びに長官就任時闇 もな くに 明 らかに され た総務報告書

（Generaユverwal 七ungsberichte 　der　Sektion）の 内容を基 に 、
　Humboldtの 教育改革時 に 取

り巻 い て い た問題点 を整理 して ゆ く。

1．問題設定に つ いて

　本研究で 取 り扱 っ た総務報告書 は 、 Humboldt全集
（’ ）

第 4 巻 1頁 に掲載さ れ た もの を用

い た 。 本書は 、 Hurnb 。ldtの 業績の 中の 政治学と教育学に 関す る文献が 47編収め られ て お

り、 うち宗教 ＝ 教育局関係文書33編 、 政治 ・管理運営に関す る論文 14編が収録され て い る。

　そ の 中で 本書に掲載 の 総務報告書は 、 宗教 ；教育局関係文書 の 中で 、 1809年 2月と 3月、

4 月、 5月と 6月、 7月、 8月 、 9 月の 8編が あ る。 そ して 、本論で 取 り扱 っ た 1809年 2
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月の報告書は 、 3月 の報告書と併せ て
一
組の形で掲載され てお り、 また次の 4 月の 報告書 ・

と共 にNicolovius（Georg　Heinrich　I．udwig 　Nicolovius； 1767− 1839 以下Nicolovius）

に よ っ て ま とめ られ た もの で あ っ た。実際に Humboldt 自身がまとめ た もの は 5 月以 降か

らの報告書 で ある 。

　宗教 ＝ 教育局は 、 設立 当初Humb 。ldtの 着任を待たず して 、 改革の
一

翼を担 う べ く運営

が進め られ て い た 。 そ して 同局の 下で進め られた改革の 幾 っ か は、Humboldt が さ して 関

与 する こ とな く進め られ た もの もあ る 。 そ の
一

例が 、 プ ロ イ セ ン に 於 け る Pestalozzi教授

法導入 に 関わ る諸業務で あ っ た
。

こ の Pestalozzi教授法 の 導入 の 背景に 焦点を 当て た先行

研究は 、 既 に幾っ か確認 され る
〔2）

。 そ の 中で指摘 され る Humboldt は 、 「最 初 ペ ス タ ロ ッ

チ
ー主義に懐疑的で あ り、 躊躇 を示 して 」

〔3）
い る人物で あ り、 「少な くと もペ ス タ ロ

ッ チ

教授法 の 導入 とそ れに よ る初等教育 およびそ の 教師養成 （制度）改革 （そ して 、そ れ と
一

致す る全教育制度改革 と い う方向性）にっ い て は 、 そ の 基本方針は確定 して い た」
（‘）

ため 、

そ の意 味に於い て はHumboldtの 実際的業績 と して は高 い もの と して 評価 され難 い もの と

な っ て い る 。 しか し、そ れで もなお教育改革 を取 り扱 う中で Humboldtが何 故評価 され る

か に っ い て は 、 「
一

連の 教育改革に 、 よ り明確な理 念的 もし くは理論的根拠 を付与 した点

にある」
（5］

とされ る た め で あ っ た 。

　 しか し、一方 に於 い て 今後 Humboldt そ の 人の 思想研究を行 うに あ た っ て 、 こ れ ら の 関

与また はそれ に 伴う業績に つ い て は 、 明確 に区別される必要がある と思われる 。

　そ の ため 、 今回取 り扱 う総務報告書 の 位置付け は 、 Humboldt の 思想 ・教 育観を明 らか

にする もの で はな く、今後教育改革 に携わ る彼に と っ て 宗教 一教育局 に如何 な る問題が山

積 し、 直面 して い たか を探る こ とを 目的と して い る
。

　当時の プ ロ イ セ ン に注 目す る時、 Humboldt着任以前か ら進 め られ て い る教育改革全体

の 動向に は、 プ ロ イ セ ン 改革 そ の もの の 基本 的方向性 、 教育改革 と して Humboldt着任以

前か ら現在進行中 の もの
、 そ して 長官 と して 就任を命ぜ られ た Hurnboldt に 期す る もの の

3点の 方向性が 存在 して い た と考え られ る。

　以上 の よ うな各方向性 に 注 目し、 今後教育改革 に 関わ るHumboldt の 歴史的位置付けを

確認 して ゆ きた い と思 うe

2．改革時に於けるプロ イセ ン に つ い て

　Humboldt が や が て 関 わ る 教育 改革 を 含 む 当 時 の プ ロ イ セ ン 改革
一

即 ち Stein−

Hardenberg の 改革一を考え る場合 、 1806年の イ ェ ナ ＝ア ウ エ ル シ ュ タ ッ トで の 敗戦 こ そ

が 契機とな っ て い る 。

　敗戦後 、 Napol60n （NapOl60n　 I ：1769− 1821以下Napol60n ） によ っ て制圧 さ れた プ

ロ イ セ ン は 、 国土 の 荒廃 の み な らず精神的 な破壊 まで を被 る に 至 っ て い た 。 特 に反仏運動

の 温床 と危惧 され 、 閉鎖 を命 じられ た ドイ ッ の 各大学は 、 そ の 政治的 ・施設 と して の 意義

以前 に精神的自由の 場と して 萌芽を見せ て お り 、 Napol60n は 当時プ ロ イ セ ン に と っ て ド

イ ッ 世界の 破壊的専制君主以外の 何者で もなか っ た の で あ っ た 。

　 そ もそ も 「近代」の キ ー
ワ
ー ドの 1 っ で ある 「自由」 に対す る認識 は 、 革命を通 し国家

を再生 した フ ラ ン ス と 、 隣国とは い え三 十年戦争以来文化的後進国 とな っ て い た ドイ ッ と

で は若干異 な る発展を見せ る に 至 っ て い る 。
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　 フ ラ ン ス革命後国王を処刑 した フ ラ ン ス に対 して、 ドイ ッ 諸国の 人々 が見出 した人間に

と っ て の 「自由」 は、む しろそ の 内面性即 ち精神的自由と して 発展 を見 せ て ゆ く。 Heine

（Heinrich　Heine： 1797− 1856）は そ う し た 当時の ドイ ッ を革命後 の フ ラ ン ス と対比 させ

て 「フ ラ ン ス で はそれ ぞれの 権利が 正当か ど うか吟味された が 、 ドイ ッ で はそ れ ぞれ の 思

想が吟味さ れ る こ と に な っ た 。
フ ラ ン ス で は こ れ ま で の 社会制度 の か な め石 で あ っ た王政

が た お され たが 、 ドイ ツ で は こ れ ま で の思想支配 の か な め石で あ っ た超越神論が たお され

た た め で ある」
（6）

と例えて い た 。

　ま た文学に於 い て も
』
「疾風怒 濤 Sturm　 und 　 Drang 」 を通 して 、 人 間の 持 つ 内的活力

（エ ネ ル ギ ー）の 中に人 間の 自由な発展 の 可能性が あ る こ とを明らか に して お り、 そ れ ら

の動 きに よ っ て ドイ ッ で は 、 現実の 革命 と して の 暴力 ・破壊 と再編 の 道よ りも、 緩やかな

が らも改革とそ の 中で の発展の 道を選 ばせ る に至 っ て い っ た
（’）

。

　無論全て が今 日で言 うとこ ろ の 自由主義的視点にお さま る変革の 動き で はなか っ たが 、

プ ロ イ セ ン を は じめ ドイ ッ 諸国は 、 自ら国家 と して 新 たな形成の 時期を歩ん で い る こ とは

事実で あ っ た と い え る 。

　慢性 的な危機感 によ る変革の 意識 とは別に 、 先 の 敗戦に よ り外圧 と して 現実的な問題 と

して 突きつ け られ た国家復興 の 契機 は 、 為政者 の み な らずプ ロ イ セ ン 以 下 ドイ ッ の 全国民

の 機運 と して
一

気 に 頂点 と して 高 まる こ ととな る 。 Fichte（Johann　 Gottlieb　 Fichte ；

1762− 1814 以下Fichte）に よ る 『ドイ ッ国民に 告 ぐReden　an 　die　deutsche　Nation』の 14

回に わ た る講演は 、 まさに 国民の 側か らの 機運 と して最た る もの で あ っ た 。

　そ うした 中、「上 か らの 改革」 と称され るプ ロ イ セ ン 改革が始 め られ て ゆ く。

　敗戦 とい う悲劇で は あ る一方 、 国家 と して 早急 に 新た な創生が 求め られ た プ ロ イセ ン は 、

早速1807年よ り行政改革 まで を含め た根本的な国家 改革を推 し進 め る 。 再建を目指す プ ロ

イ セ ン の方 向性に っ い て、国王Friedrich　Wilhelm 皿 の 「国家 は物質力で 失 っ た と こ ろ の

もの を、精神力に よ っ て 補わね ば な らぬ」
〔a ）

の言が 基本的な改革の 路線を決定付けた 。

　改革は 、 プ ロ イ セ ン の 行政機構 そ の もの の 建て 直 しか ら、土地 、 軍制 、 教育 と ま さ に

「再興」 と も言え る広範な 内容 とな っ た D1807 年10月 9 日 に 「十月勅令」 を公布 し、 農地

改革よ り端 が発せ られ た 。 1808年に は 「都市条令」 （1808年 11月 19日） を発 し、都市 の 自

治 の 再建を進 め 、 また 1810年 に は 「調整令」（1810年 9月14日）に よ っ て 農地改革を継続

する動 きを見せ て い る
。 農地改革 の 要点 と な っ た も の は 、 広大 な領土 を保有す る貴族 とそ

の 農業経営 グー
ッ ヘ ル シ ャ フ トGutsherrschaftの 解体とそれ に よ る農民解放へ の 試みで あ っ

た
。 同時に 先の 都市条令 に よ る都市 の 自由化 の 整備 によ っ て （都市）市民を育成 し、 プ ロ

イ セ ン国家の 国民形成を図 ろうと した こ とが うかがえ る 。
こ う した行政側 の 基本路線は 、

国土の 政治基盤の 整備 に よ り 、 国家と して の 再建の 枠組みを整 え る こ とが中心で あ っ たと

い え よ う。 軍制改革は 、 Scharnhorst（Gerhard　Johann　David 　von 　Scharnhors七 ：1755−

1813） ・Gneisenau（Augus七 Wilhelm 　Anton 　Gneisenau　l　l760− 1831）ら に よ り、 軍制

の 近代化 として傭兵制 の 廃止や 国民軍 の 創設が 図 られ 、 後に は
一

般兵役義務制の実現 へ と

発展 して ゆ く。 「軍隊は愛国精神に 燃え 、 世襲的特権 よ り功績を重ん ず るよ う組織され」
（9 ）

るべ く進む こ の 軍制の 再編 も、国民意識の 自覚の 下 に整備 され る枠組み を形成 して い くも

の で あ っ た 。

　改革 は、単に 国土整備 に 止ま る もの で は な く、 為政者自らの 行政機構の 再編を も執り行 っ
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た。

　 1808年11月 「プ ロ イ セ ン 王 国最高行政 官庁制度変 革令 Ver。rdnung ，　 die　 veranderte

Verfassung 　der　obersten 　Verwaltungsbeh6rden　in　der　PreuBischen　Monarchie　betref−

fend」（1808年11月24日）を発 し、 「従来の国王親政を支え る内局統治を廃止 し 、 新た に枢

密院 （Staatsrat）を設置 し、 各専門省を基盤 と した能率的 ・ 合理 的な合議制の 国家行政

を形成」
 

す る ため の 行政機構の 整備が は じめ られた 。 特に教育行政に 関係す る もの とし

て は こ の 再編 の 中で 、 それ まで 司法省Justizministerium下 1こ ある教育行 政 の 中心 官庁で

あ っ たLuther 派宗教庁 Lutherisch−geistliches　 Departementと改革派宗教庁Reformiert −

geistliches　Departement が ひ とっ に統合 され 、 新た に 内務省下 に 宗教 ＝教育局 と して 体

制が整備 され て い っ た 。 尚、 組織的に見て こ の 両宗教庁が解体 され教育行政官庁が新設 さ

れた動 きは 、 当時の プ ロ イ セ ン 改革下で の 「教育」の 位置付けが変化 した こ とを意味す る

もの で あ ると予想 されるが、本論 で はそ の思想的検討 は省きた い と思 う。

3．プ囗 イセン改革の 中に見 られる教育改革の 位置付け

　歴史学的に考察 し、 プ ロ イ セ ン 改革が総 じて 如何な る方向性を持 っ て い たかに つ い て は

議論 の 尽 きな い もの で は あ る が 、 当時 の フ ラ ン ス 革命 の 衝 撃並 び に Napol60n に よ る 国土

の 席捲 は 、 精神的運動 に止 ま っ て い た 「ド イ ッ 」国民的精神の 発展過程を現実の 改革 の 動

きへ と促す契機と な っ た 。 しか し、 国民 の 機運 に ま で 高 ま っ た ド イ ッ 復興 の 意識は 、 「上

か ら」の プ ロ イ セ ン 改革と して 進 め られ て ゆ く。

　プ ロ イ セ ン 改革 に於 い て 教育改革 の 位 置付 けが如何 な る もの で あ っ た か に っ い て 検討 し

て み る と 、 ま さ に 「と こ ろ で こ れ らの 改革 に は 、 教育制度 の 改革が ともなわな くて はな ら

な か っ た 。 もし こ れ を欠 くな ら、 『仏っ く っ て魂い れず」に なるだろ う」
〔11〕

と解 され る よ

うに、ある種改革の要 とな る役割を担 っ て い た と い え る 。 それ は 、 Fichteの 『ドイ ッ 国民

に告 ぐ』 に見 られ る国民意識 の 喚起があ っ た と は い え 、 当時プ ロ イ セ ン を は じめ ドイ ッ の

国々 は国民蜂起と して の 動 きを望ん で は い なか っ た 。 同時 に為政者 自 らが 、 改革 の 中で そ

の実現を果 たす努力を見せ て い た 。 「重要な こ とは 、 優秀な人 た ちがプ ロ イ セ ン の た あ尽

力 した こ とだ っ た。〈略〉 プ ロ イ セ ン で も、大衆は革命の 担い 手で はなか っ た」
（12）

。

　 プ ロ イ セ ン の 教育改革は 、 国民意識の 向上 をも改革 の 一環 と して 視野 に 含め 、 国家
一

即

ち 「上」
一

か ら整え る形で 進め られて ゆ く。

　先述 の よ うに新た に再編 され た宗教＝教育局 は 、 「宗務部 （Departmentabteilung　 des

Kultus） と公教育部 （Departmentabteilung 　des　6ffentlichen　Unterrichts） の 二 つ の 下

位部門 （Unterabteilung）に区分 され 、

一人 の 枢密顧 問官 （長官）の もと に統括 され る 。

宗務部 は独自の 部長 （一名）を有す るが 、 公教育部 は特別 の 部長を置か ず、 長官が部長を

兼 ね る」
（13）

構成と な っ て い た。

　 また 、 公教育部の 管轄は 6分野 とな っ て お り 、 更 に公教育部の 下位部局 に っ い て も以下

の 構成 を持 っ て い た 。 こ こ で は 、 先行研究 に あた る大崎功雄 rプ ロ イ セ ン 教育改革研究序

説』 に まとめ られて い る内容を整理 し紹介 した い と思 う
（14）

。

公教育部管轄の 6分野

　 a ）国家の 支援を受 けるすべ て の 学術 。技芸協会 、

ベ ル リ ン 学 術 ・ 技芸 ア カ デ ミ ー

　　　（die　Akademie 　der　Wissenschaften　und 　der　Kunste　zu 　 Berlin）（さ らに 、
ベ ル
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　　　 リ ン 建築ア カデ ミー）

　b ）上級 （高等）学校 （Hohere　Lehranstalten） と大学

　 c ）上級 （高等）市民学校 （Hohere　Burgerschulen）お よ び技芸学校 （Kunstschulen）

　d ）宗派の 別 に かか わ らず、す べ て の 下級学校 、 産業学校 （ユ ダヤ教徒や諸宗派の 学校

　　　 も含む）

　e ）一
般的な教養 （allgemeine 　Bildung）に影響をお よぼす劇場な ど の 諸施設

　 f）政治的対象 に 関係 しな い あらゆ る著作物の検 閲

公教育部の下位部局

　1）公教育学術委員会 （Wissenschaftliche　Deputation　fUr　den　6ffentlicheh　Unterricht）

　 2）学術 ア カ デ ミー
（特別の 監督官 Kuratorの もとにない場合）

　 3）技芸 ア カ デ ミー
（同）

　 4）大学 （監督官 Kuratorの活動範 囲が とく に決め られ て い る場合）

　5）王立劇場 と類似 の施設 （特別 の 監督官Direktionの もとに ない場合）

　以上 の よ う に 、 新た に 再編された宗教一教育局の 特に教育 に関 わる分野は多面にわた り、

また宗教的分野 に 関 して も 「教育」 の 下に
一

応収め られた位置付け とな っ た 。

　こ こ で 言 え る こ とは 、 プ ロ イ セ ン 改革 の 要 とした教育改革の 取り扱 う範囲が
、 単に 学校

教育と い っ た狭義の もの で はな く、 ま さ に 文化 ・精神 と して 関わ るあ らゆ る もの に 目を向

け 、 更に 国家の 学術 レ ベ ル の 向上 を も視野に含 め て い た と い う こ と で あ る 。 よ っ て 、 教育

改革と して課せ られ た問題 は 、 国民形成また は人間形成に 関わ るあ らゆる分野に つ い て の

改革で あ り、 行政側と して は先ず こ の 具体的な実現 の 為に枠組み を整えたと見做す こ とが

で きる 。 そ して 、 Humboldtが やがて 着任す るの は同部局 の長官 と して の 地位で あ り、 具

体的な各環境整備は彼に委ね られ て い た と換言す るこ とがで きる。

　しか し、彼 が着任す るま で に は まだ若干の 時間を要 し、 彼が着任す るまで の 当面の 間は 、

宗務部 の 部長の 地位 に い た NicQl。viusu5
）とそ の 補佐 と し て Sifvern（Johann 　 Wilhe工m

SUvern： 1775− 1829以下 SUvern） 
が そ の 代行 を務 め て い た 。

　 Nic。1。vius ・SUvernらに

よ っ て 進め られた教育改革に っ い て は後述す ると して 、 次に宗教 ＝教育局長官 へ 就任す る

まで の Humboldtに っ い て 簡単に 整理 して ゆ く。

4．宗教 ＝ 教育局長官就任までの Humboldt

　Humboldt の 生涯を見て ゆ くと 、 宗教 ＝ 教育局長官に 任 じられ るまで の彼 は 、
ロ
ー

マ 駐

在公使 と して の 任に あり、地理的に もプ ロ イ セ ン か ら
一

線を画す生活 を して い た 。

　 「一八 〇二 年五月十五 日 、
フ ン ボ ル ト は プ ロ イ セ ン 国王か ら、

ロ
ー

マ 法皇庁駐在弁理公

使 に任命 され る 。 時に 三十五歳で ある 。 フ ン ボ ル トが こ の 任命を喜ん で受 け入れた の は 、

赴任 の 土地が ロ ーマ だ っ たか らで あ る。 〈略〉 ベ ル リ ン で 何 らか の 官職に就 くこ とな らば、

お そ ら く彼 は拒否 した で あ ろ うが 、 古典 の 土地 ロ ーマ
、 先輩 ゲ

ー
テ に 貴重 な経験を与 えた

ロ
ー

マ と聞い て 、 快諾 した の で あろ う。 そ して 、当時すで に 彼 の 学 問的関心事で あ っ た

く言語〉 の 問題 に して も、
ロ ーマ はそ れ な りに 魅力的な土地」

（’7）
で あ り、ま た 「当時、 法

皇庁とプ ロ テ ス タ ン トの 国 プ ロ イ セ ン と の 間に は 、 宗教的 、 政治的に それ ほど重要 な問題

が多 く横 たわ っ て い た わ け で はな い 。 〈略〉 フ ン ボ ル ト は常 に仕事に忙殺 され て い た わ け
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で はな く、 古典の研究で あれ、言語の 考察で あれ 、
V 一マ の 自然 や多 くの芸術作品を享受

す る こ とで あれ 、 自由に 好む と こ ろ に 従う こ とが で き」  る ほ ど の役職で あ っ た 。

　以上 の よ うに 、 彼 の そ こ で の 職務は、国家 （プ ロ イ セ ン）に と っ て さ して重要で もな く、

また彼 自身 と して も専 ら自らの 興味の 赴 くまま古代 ロ ーマ の 遺跡に 触れ 、 言語研究に い そ

しむ事で きる状態 で あ っ た こ とが うか が え る 。 改革以 前 の プ ロ イ セ ン で は 、 特に

Humboldtが 特別必要 とされ るわけで もな く、 また彼に於い て も
’
必要以上 に プ ロ イ セ ン の

政治に関わ っ て い な い 位置付け に あ っ た もの と考え られ る 。

　Humboldtが言語研究に 関心 を持ち学究的姿勢が顕著で ある こ と に つ い て は 、 彼 の 生涯

並 び に そ の 著作を通読す る中で更に 明 らか に する必要が あるが 、 少な くとも幼少時 よ り諸

外国語 に堪能 であ っ たこ とや 、 またゲ ッ テ ィ ン ゲ ン 大学在学中に ギ リ シ ア古典の 指導を受

けたHeyne （Christian　Gottlob　Heyne ；1729− 1812以下Heyne ）の 影響が 大 きか っ た こ

とが挙げ られ る 。 特にHeyneは、当時新人文主義思想を代表する人物で あり、
ギ リ シ ア 古

典を通 して 、そ の新人文主義的精神に於い て もHumbold 七に 影響を与え た と考え られ る 。

加え て ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン 大学在学の 経験 は 、 Humboldtに とっ て 「創立後わずか 半世紀 を経

た にす ぎず 、 古 い 大学 の よ うに 、 神学の 呪縛が依然 と して 続くと い う状況 もなければ、哲

学を特に高 しとする風潮 もな く、 斬新な 気風 に 充ち 、 数学、医学を始あ とす る自然科学の

研究が盛ん で ある と同時 に 、 国家学や古典の分野で も優れた学究が招 かれ て い た」
（’e）

雰囲

気 に恵まれ 、 そ う した気風を精神 と して 身 に付け る き っ か け に もな っ て い た時期で あ っ た 。

　そ う した青年時代を過 ご したHumboldt は 、 1792年に革命後問もな い フ ラ ン ス を視察 し

た 経験 を も と に 『国 家 機能 限 界 論 Ideen　 zU 　 einem 　 Versuch，　 die　 Grenzen　 der

Wirksamkeit　des　Staats　zu 　bestimmen 』 を著 し、 彼の 持っ 国家観を 明 らか に した 。 こ

こ に於 い て 彼は 、 当時の 国政に 関わ る人物 と して は珍 し く、 国家の 市民に対す る関与 は極

力慎む べ きとの 見解 を表 した 自由論を展開 して い る 。
これは 、 出版 の 事情に よ り生前全 て

が公 に され る こ とはな か っ た
（2°）

が 、 こ れ に よ り当時Humboldt はプ ロ イ セ ン の 政治 家と し

て は 自由主義者 と して 目されるよ うにな っ て い た 。 そ れ以降の ほ とん ど の著作物は 、 言語

研究 ・古代 ギ リ シ ア古典に関わ る もの が多 くを占め て い た 。 そ う した経緯 もあ り、

一応官

職に 就 い て い る も、 当時の Humboldt の 主 な活動 は プ ロ イ セ ン国家 の 政治家と して あ る よ

りも、 自らの 興味関心 を第
一

に 置 く学究の 徒と して の 立場が 目立 つ 人物で あり、 思想的に

は当時の プ ロ イ セ ン 国家に は あまり好 ま しか らな い 人物 として 評価されて い た と考え られ

る 。

　こ う したHumboldtが宗教 ＝ 教育局長官へ 抜擢され る こ とに は、如何な る経緯 が あ っ た

の か。

　Humbold 七が 宗教 ＝教 育 局 長 官 へ 就任 す る 契機 と な っ た も の は 、　 Stein （Karl

Reichsfreiherr　v 。 ln 　und 　zum 　Stein： 1757− 1831 以下Stein）や 当時財務大 臣で あ っ た

Altenstein（Karl　Freiherr　von 　Altenstein ：1770− 1840）の 推薦に よ る も の で あ っ た
c21＞

。

しか し 、 当時の SteinはHumboldt と全 く面識はな く、 Humboldt が 1810年 の 宗教 ＝教育長

官を辞 し替わ っ て オ
ー

ス ト リア 全権大使とな り、 ウ ィ
ー

ン へ 向か う途上 に は じめ て 両者 は

対面 した の で あ っ た 。 こ こ に於い て 、 何故長官 の 人選 に Hu 皿 boldtが挙が っ た の か 、 そ の

具体的な理由は は っ き りして い な い
。

　さ て 、 以上の 経緯の 中で 宗教＝教育局長官就任の 依頼は、「一八〇八年 一二 月
一

五 日付
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の国王か らの勅書に お い て な された∫
2

％ しか し 、 当初Humboldt は こ の 長官就任 の 受諾

に難色 を示 して い る 。 「彼は 、 そ の 『訓令』 （Rescript）を翌年の 一月六 日 に 受 け取 っ て い

るが 、 よ く知 られて い るよ うに 、 彼は受諾の 意志 はな く、

一
月
一

七 日 、 断 りの 書簡を国王

に 出して い る 。 」
（23）

　そ の 理 由は 、 「国王 フ リー ドリヒ ・ヴ ィ ル ヘ ル ム 三 世の 優柔不断な性格 と、折 あ らば と

旧制度 の 復権 を狙 っ て い る ドイ ッ固有の 貴族ユ ン カ
ー

の 本質とを熟知 して い る フ ン ボ ル ト

に は、官途 に就 い た とこ ろ で 、 仲々 そ の 所信を実現 し得な い こ とが 、 よ く分か っ て い た か

らで あ る」
（24）

と厭世的な Humboldtの複雑 な性格 を指摘 して い るが、一
方で は 、 先 述 した

彼の生涯 に 見 られ る ロ ーマ 駐在公使 の 受諾同様、 学究 の 徒と して の 姿勢が彼の 意識を大 き

く占め て い た の で は な い か と考え られ る 。

　以上の よ うに 、 長官就任 まで の Humboldt そ して 長官へ 抜擢の 経緯に っ い て 考 え る と 、

プ ロ イ セ ン 改革時に 於 い て 何故Humboldtで あ っ た の か と い う疑問 に っ い て の 回答は 、 漠

然と して は っ き りしな い 。 後 日談 と して Humboldt が宗教＝教育局に於 い て 果た した 役割

を通 してみ るな らば、 彼の 持っ 幅広い教養や新人文主義的精神が教育改革 に大 き く寄与 し

た との 評価を与え る こ とが で きるが 、 現時点で の Humboldt に期す る もの は まだは っ き り

した も の で はなか っ た の で はな い か と考え られる。

5．宗教 ＝ 教育局に課廿 られた問題

　漠然 とした期待 と も い え るHumboldtの 長官就任は 、 行政機構の 再編後具体的 に 十分な

機能を果た せ て い な い 局 の 実質的運営 に こ そ 求め られ て い た よ う に感 じ られ る
。

　そ もそ も教育改革そ の もの は 、 敗戦以前の プ ロ イ セ ン に於い て も懸案事項の
一

っ とな っ

て い た 。 Massow （Julius　Eberhand 　Wilhelm 　Ernst　von 　Massow ： 1750− 1816） に よ る

改革案 （一般 にMassow 案 と称され る）が 、 実施に移 され る段階で 敗戦 に よ っ て 頓挫 を余

儀な くされ て い た 。 しか し新た な宗教 ＝教育局で は 、 先の 計画 を継承す る こ とな く 、 全 く

新た な整備を進 め て ゆ くこ と とな っ て ゆ く。

　Humboldt の 到着まで 宗教；教育局 の 実際的運営 の 中心 人物 は 、 先述 した Nic。10viusと

Sttvernに よ っ て 進 め られ て い た 。 特 に 、 彼 らが 中心 とな っ て 、 また第 一の 問題 と して 進

め て い た もの は 、 プ ロ イ セ ン に於 けるPestalozzi教授法 の 導入 とそ れ に 関係す る諸政策 の

整備で あ っ た 。 それ らは 「フ ン ボ ル トの 長官就任以前に 準備され 、 就任後 もフ ン ボ ル トの

関与な しに作成され て い る こ とか ら も明 らか な よ うに 、 フ ン ボ ル トぬ きに、ニ コ ロ ビ ウ ス

と ジ ュ
ー

フ ェ ル ン を 中心 に形成 され た とい う特質を もっ 」
（25）

もの で あ っ た。

　1809年 2月に於 ける宗教 ＝ 教育局総務報告書 に於い て 、 Humb 。ldtの 着任ま で 責任者 と

して い たNicoloviUSは 、報告 に あた り 「宗教 ＝教育局は 、 未だ組織が不 完全で あ り、

（Humboldt）長官就任 へ の 期待に よ っ て 、 十分に 局 と して機能 して い な い 」
（26）

旨を伝 え 、

多 くの 点 に於 い て 局 の 業務が保留 と して い る こ とを明 らか に して い る。

　具体的に は、ほ と ん どの もの が 「持ち上 が っ て くる申請に 対 して の 審査と 、 そ れ に 対す

る見解の 文章化」
〔2T］

と い っ た程度 の 事務処理に 止 ま っ て い た。

　 しか し、 Pestalozzi教授法 の導入 に関わ る政策に っ い て は 「初等学校 の よ り良 い 導 入 に

つ い て は、以下の よ うに準備され て お ります 。 それ は 、 新た に
一

定の そ して 有利な条件 に

変更 した に もか か わ らず 、
ハ イ ル ボ ル ン の 教育参事官の Zeユler氏の 招聘に対す る 回答 は い
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まだな い ま ま とな っ て お ります 。 そ して イ ヴ ェ ル ド ン で の Pestalozziの メ トー
デ の 教 授 に

若 い人員 を送 る こ と に っ い て 、 2名選 出 して お ります 。 」
（29〕

と の 具体的な活動が 行わ れ て

い る こ とを明 らか に して い る。

　そ の 後 、 敗戦か ら
一

時的に首都と して い た ケ
ー

ニ ヒ ス ベ ル ク の 大学に ある既存の 研究所

（施設）の 改善や新たな創設 、 並 びに若干の 教授 の 人選に っ い て 覚 書が な され て い る
（29）

こ

と で報告 は終 わ っ て い る 。

　以上の よ うに、報告書 を見 る限 り当初宗教 ＝教育局 が具体的 に推 し進 め て い た もの は 、

責任者Nicoloviusらの 専 ら関心 の 高い Pestalozzi教授法導入 に関わる諸 政策 の み 実際化が

進んで お り、 そ れ以外 に つ い て は全 くの 手付かずで あ っ た と見 る こ と が で き る 。 同時に

Humboldt の 着任 まで 、本格的な局 と して の 運営 も棚上 げ した感の もたれ る体制 とな っ て

い た 。

　そ もそ もPestalozzi教授法導入 の 計画は 、 行政機構の 再編以 前よ り始め られ 、 「まず 、

プ ロ イ セ ン か らは 、

一八Q 八年九月一一
日付で ペ ス タ ロ ッ チ 宛 に派遣生 を依頼す るた あ の

公式書簡 が出され」
〔3°）

て お り、 総務報告書に見 られ るZeller（Karl　August　Zeller：1774−

1846）招聘に関わ る交渉 も同年月日 よ り始め られ て い た 。

　 プ ロ イ セ ン に於い て Pestalozzi教授法が注 目され るに至 っ た経 緯 に つ い て は 、 「フ ン ボ

ル トが局長 に着任す る ほ ぼ 二 〇年前頃か らペ ス タ ロ
ッ チ ー

主義 は プ ロ イ セ ン に 浸透 しは じ

め て い た 。

一
七九

一
年 、

ニ コ ロ ビ ウ ス
、

一
七九三年 、 フ ィ ヒ テ 、

一七九九年、
ヘ ル バ ル ト、

一八〇一年 、 グル ー
ナ

ー
、

一八〇二年 、 プ ラ ーマ ン
、

一
八〇三年 、 ツ ェ ラーが ペ ス タ ロ ッ

チ
ー

を訪問し 、 感銘を うけ て 帰 っ て い る」
（3D

こ とな どか ら、当時多 くの 知識人 に注 目され

て い た こ とが 指摘され て い る。

　 また 、 後 に 教育史上注 目される ベ ル リ ン 大学創設 に 関わ る問題は 、 まだ は っ き りと取 り

上 げ られて い なか っ たとみ る こ とが で きる 。 敗戦以前 よ り教育改革の 案が あ っ た の と同様、

大学創設案に っ い て もか な り以前か ら国家政策と して の 計画は持ち上 が っ て い た 。
ハ レ 大

学閉鎖 に伴い 、 新 たな大学の 機運 が国家 と して も検討 され て い たが 、 国家 と して 統
一

した

見解が整 うまで に は至 らず、結果、Humboldt の 登場 ま で 国家 と して も要求 はあ りつ つ も

課題 と して は停滞 した ま ま で あ っ た 。

　以上 よ り、
これまで の プ ロ イ セ ン 改革そ の もの の 方向性 、 宗教 ＝教育局の方 向性 、 それ

ら に対 しHumbold七が如何な る形で関わ っ て ゆ くよ う期待 されて い た かに つ い て 整理 す る

と 、 以下 の よ うな特徴が 考え られ る 。

　イ ェ ナ ＝ ア ウ エ ル シ ュ タ ッ トの 敗戦後 、 根本 的な変革 と して 始ま っ た プ ロ イ セ ン改革は、

新たな国家の 再興を目指 し、
そ れを支え る もの と して 「国民形成 （育成）」を 中核に据え 、

そ の実現 の要 と して 教育改革を進め て い っ た 。 特に行政機構の 再編を中心に 、 国家と して

は教育行政の 為の 枠組みの 整備 に重点 を置 き、 そ の 活動が広範な文教政策と して の 視野に

わた る こ とを期 した部局 の 設置を行 っ た とい え る 。

　そ して 実際の 各教育改革 の 着手は 、 宗教＝教育局長官以下部局 の担 当者の 手 に委ね られ

て い た とい える 。 そ うした部局の 長官 へ Humboldt は抜擢され た の だ が 、 彼 の 到着 ま で 実

際教育改革 と して 手掛 け られ て い た もの は 、 Pestaユ。zzi教授法導入 に 関わ る諸政策 の 整備

の み と い う現状で あ っ た。 同時に 、 以前よ り具体化 されて きて い る Pestaユ。 zzi 教授法 関連

の 諸政策 に於 い て は 、 Humboldt の 長官と して の 関与 の 期待は あま り高 い も の で は な か っ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

2005．3 W ．von 　 Humboldt の 教育行政課題考 173

た と考え られる。

　で は 、 Hu 皿 boユdtに長官と して 当初期待 された もの は何 で あ っ た の か 。
　 Humboldt の 就

任以前 の 経歴 またそれ まで の 彼の 行政関与の 姿勢を見 る限 り、 具体的 な案や計画 を以 っ て

して 彼が注 目された の で はな く 、 当初は漠然 と した人柄 とも言 うべ き点に 於い て 期待され

た も の だ っ た の で は な い か と予想 され る 。 改革 時内務大 臣に あ っ た Dohna （Friedrich

Ferdinand 　Alexander　Graf 　 vDn 　DQhna −Schlobitten： 1771− 1831） とは旧知 の 間柄 で あ

り、結果改革に携わ る際に は多大な協力を得 る こ と に成功 して い る。 また、かつ て の ロ
ー

マ 駐在公使 の 人選 に あ っ て も 「宮廷で フ ン ボ ル トの 名はかね て か ら知 られ て い た し、 外務

大臣ハ ウ ク ヴ ィ ッ ッ や 、 か つ て の 家庭教師ク ン トの 推薦」
C32｝

が あ っ た経緯な ど、 彼を取 り

巻 く人々 の 支持の 高 さが非常に 目立っ こ とが 確認 され る。

　個人主義者 と評 され るHumboldt で はあ るが 、 当時の 改革に あ っ て 彼の持 っ （個人主義 ・

自由主義的見解 に 見 られ る）柔軟な姿勢に こ そ 、 改革実現に 期待 が持た れ た 点で は な か っ

た の か と結論付け られ る 。

終わ りに

　Nicoloviusに よ っ て ま と め られ た 2 月の 総務報告書は 、 全集 の 中で も僅か 1頁 と半 分程

度の非常に短 い もの で あ り、 ま た簡単な メ モ 書 き程度 の 内容の もの で あ っ た 。 僅か な量 の

報告内容で はあ っ たが 、 事実確認に困難を極め、幾 っ かの 先行研究に 見 られ る歴史的事実

の 整理が 本論の基本構成 とな っ て しま っ た 。

　当初 、 宗教 ＝ 教育局を取 り巻 く問題を 、 総務報告書の 中よ り読み取 る こ とを中心問題 と

して 研究を進 め て い た が 、 そ の 前段階 と して 同局 の 成立 に 至 るまで の 歴史的背景 の 整理 が

必要で ある との 問題が挙が り、急遽そ の 整理 よ り説述を進 めた。報告書の 文意 を読み取る

に あた っ て は、 本学の 橘正美教授よ りご指導を賜り内容把握に 努めた が 、 史的背景 に於 い

て は当事者の 関係な ど今ひ とっ 明 らか に な りに くい 部分 もあり、 今後 そ の 整理 を更に行 う

課題 を残 して しま っ た 。

　Humboldtは着任後間 もな く彼の 業績 と して 名高 い 「ベ ル リ ン 大学設立 に っ い て の 申請

Antrag　auf 　Errichtung　der　Universitat　Berlin」を 、 5 月に 早 速上 奏 して い る
。 「不完

全 で あ る組織」 はHumb 。工dt着任後 、 教育改革の 名 に相応 しい 様々 な懸案に取 り組ん で ゆ

く。

　今回取 り扱 っ た総務報告書を見 る限 り、 長官と して の Humboldtへ の期待 は 、 当初漠然

とした もの で あ っ た と い え る。 しか し、 そ れが やが て 予想を超え た形で そ の 期待に応え て

ゆ くもの で あ っ た こ とを確認す る意味に 於い て 、 興味深 い資料で あ っ た と い え る 。

【注記】

（1〕Wilhelm 　 von 　 Humboldt ，　 WERKE 　 IN　 FUNF 　 B玉NDEN ，　 Bd ．IV （Wissenschaftliche

　Buehgesellschaft　6．　Auflage 　20D2）
〔2）プ ロ イ セ ン 教育改革時 に 於 け るPestalozzi教授法を中心 に 研究 を進 め た もの に は、大 崎功雄

　『プ ロ イ セ ン 教育改革研究序説』（多賀 出版　1993） や 国民教育制度と して の 観点 に 立脚 した石

　井正 司 「民衆教育と国民教育一プ ロ イ セ ン 国民教育思想 発生期の 研究
一

』（福村 出版　 1970）

　な ど が挙げられ る 。 またプ ロ イ セ ン 教育 改革を取 り扱 う場合 、 Pestalozzi教授法の 導入 は 改革

　時に 於け る一
つ の 成果 で あ り、教育史関連 の 文献 で も確認す る こ とが で きる が 、こ こ で は基礎
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　 資料 と し た 上述 の 両書 の み の 表記 に 止 めた い と思 う。

〔3）石井正司 「民衆教育と国民教育一プ ロ イ セ ン 国民教育思想発生期の 研究
一

』福村出版　1970

　 246頁。

〔4）大崎功雄 『プ ロ イ セ ン 教育改革研究序説』多賀出版　 1993　479頁。

  同前 。

  ハ イ ネ 『ドイ ツ 古典哲学の 本質』（伊藤勉訳）岩波書店　1973　58頁 。

（7）啓蒙思想 とSturm 　 und 　Drang と の 関係と して 、 原 田鋼 『ヨ ーm
ッ

パ 政 治思 潮史」 （お茶 の 水

　 書房　1980）に て ま とめ られて い る 。 293− 298頁参照 。 特 に 「そ して こ の （「疾 風怒濤」 ※筆

　 者）運動は 、 あ る意味 に お い て フ ラ ン ス 革命 の ドイ ッ 的形式で あ っ た と もい え よ う」 （同書 294

　 頁） と しつ っ 更 に 「い う ま で も な く フ ラ ン ス 革命 は、 ド イ ッ の 知識人 に 決定的 に 大きな 影響を

　 あた え た 。 け れ ど も こ の 影響 は 、 革命に向か っ て の 実践的 なそ れで は な く、飽 くまで 思想的な

　 もの で あ っ た 」（同書同頁） と指摘 して い る 。

（8）Friedrich 　Wilhelm 皿 が 、 法学者Schmalz の 面前 で Memel に対 して 言われた言葉 と して 伝 え

　 られ て い る 。

　 ス テ フ ァ ン ・デ ィ ル セ ー 『大学史 （下）』（池端次郎訳）東洋館出版社　1988290頁参照 。

〈9）ゴー
ロ ・マ ン 「近代 ドイ ッ 史 1」 （上原和夫訳）み すず書房　197343 頁。

（10）前掲書 『プ ロ イ セ ン教育改革研究序説』　 393頁 。

〔ID西村貞二 『人 と思想86　フ ン ボ ル ト』清水書院　199096 頁。

〔12）前掲書 『近代 ドイ ツ 史 1 』　 40頁。

  前掲書 「プ ロ イ セ ン 教育改革研究序説』　 395頁 。

（t4）以 下 に 紹介す る 「公 教育部 管轄 の 6 分 野」 「公教育部 の 下位部局」 に つ い て は 、 前掲書 「プ ロ

　 イ セ ン 教育改革研究序説』 395頁 の 記載を抜粋し た 。

U5）Nicoloviusは 1808年 12月 8 日 に宗務部 の 部長 （Vorsitzender　 Staatsrat　 der　 Sektion　 des

　 Kultus　im　Departement 　des　Kultus　und 　des　 6ffentlichen　Unterrich七s ）に就任 した 。

　 前掲書 『プ ロ イ セ ン 教育改革研究序説』　 397頁参照 。

（16〕1808年 12月 25日 に 内務大 臣Dohna に よ り、 1809年 2 月 1 日 よ り公 教育部 の 国 務顧 問

　 （Staatsrat） として 任命す る申請が国王 に 提出され、国王 も即 12月 29日に それを裁可 した 。 ま

　 た 、 実質は 12月26日か らSUvernは Nicoloviusを補佐 し業務に あた っ た よ うで あ る 。 同前 書 同

　 頁参照 。

a7）亀山健告 『フ ン ボ ル トー文人 ・ 政治家 ・言語学者一』中央公論社　1978　91頁。

〔玉8）同前書　 94頁 。

ag）同前書　35頁 。

  「国家機能限界論」 の 公表に つ い て は 、 江島正子 『フ ン ボ ル トの 人間形成論』 （ド ン ・ボ ス コ

　 社　1996）27頁に て成立背景が明 らか に されて い る 。

  前掲書 「プ ロ イ セ ン 教育改革研究序説』　 396頁参照 。

  同前　482頁 。

  同前。

  前掲書 『フ ン ボ ル トー文人 ・ 政治家 ・ 言語学者一」　 114頁。

  前掲書 『プ ロ イ セ ン 教育改革研究序説』　 392頁。

  Wilhelm　von 　Humboldt
”WERKE 　IN　 FUNF 　BANDEN ”

　 op ．cit．　 S．1

  ibid，

  ibid，　 S．2

  ibid．　S．2’
  前掲書 『プ ロ イ セ ン 教育改革研究序説』　 397頁。

Bl〕前掲書 「民衆教育と国民教育
一プ ロ イ セ ン 国民教育思想発生期の 研究一

』　 246頁。

幽前掲書 『人 と思想 86　フ ン ボ ル ト」　 82頁。
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